
天王山に建立された歌碑

　

豊
か
な
自
然
風
土
に
恵
ま
れ
た

瀬
戸
内
市
に
は
原
始
古
代
か
ら
の

歴
史
や
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
育

ま
れ
た
先
人
た
ち
は
、
瀬
戸
内
市

や
日
本
の
発
展
に
輝
か
し
い
業
績

を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
偉
人
や
先

人
の
歩
み
を
知
る
こ
と
は
、
現
在

を
生
き
る
私
た
ち
の
道
し
る
べ
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
医
科
学
者
と
し
て
、

ア
ミ
ノ
酸
の
研
究
に
尽
く
し
た

古こ
た
け
や
し
ろ
う

武
弥
四
郎
氏
を
紹
介
し
ま
す
。

古
武
弥
四
郎
氏
と
は

　

古
武
弥
四
郎
氏
は
、
明
治
12

（
１
８
７
９
）
年
７
月
２
日
、
本

庄
村
尾
の
村
（
現
瀬
戸
内
市
邑
久

町
本
庄
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
同

郷
の
竹
久
夢
二
は
４
年
後
に
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
23
年
明
徳
小
学
校
卒
業
。

明
治
26
年
邑
久
高
等
小
学
校
卒

業
。同
年
、岡
山
城
西
の
丸
に
あ
っ

た
岡
山
中
学
校
（
現
在
の
岡
山
朝

日
高
校
）
に
入
学
。
中
学
３
年
で

岡
山
医
学
校
を
受
験
し
失
敗
す
る

が
、
こ
れ
に
奮
起
し
て
翌
年
大
阪

医
学
校
に
入
学
。
明
治
35
年
に
卒

業
し
、
京
都
大
学
医
化
学
教
室
に

勤
務
し
ま
す
。
明
治
42
年
、
先
進

国
ド
イ
ツ
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク

大
学
に
留
学
し
、
生
涯
を
か
け
て

有
機
ア
ミ
ノ
酸
の
研
究
に
取
り
組

む
機
会
を
得
ま
し
た
。昭
和
８
年
、

キ
ヌ
レ
ニ
ン
の
発
見
を
中
心
と
し

た
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代
謝
に
関
す

る
研
究
業
績
に
よ
り
、
日
本
学
士

院
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

後
に
化
学
部
門
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
ド
イ
ツ
の
ア
ド
ル

フ
・
ブ
ー
テ
ナ
ン
ト
は
「
古
武
弥

四
郎
が
発
見
し
た
キ
ヌ
レ
ニ
ン
の

研
究
論
文
を
読
ま
な
か
っ
た
ら
、

私
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
る
ほ
ど

の
研
究
が
で
き
た
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
６
年
、
大
阪
帝
国
大
学
教

授
。
昭
和
15
年
、
大
阪
大
学
を
退

官
し
名
誉
教
授
と
な
り
、
昭
和
22

年
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
初

代
学
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
、邑
久
町
名
誉
町
民
、

昭
和
36
年
、
和
歌
山
市
名
誉
市
民

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
43
年
５
月

30
日
、
89
歳
で
逝
去
。
生
前
の
功

績
に
よ
り
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
ま

し
た
。

天
王
山
の
記
念
歌
碑

　

生
家
に
近
い
天
王
山
頂
上
に

は
、
西
方
に
広
が
る
千
町
平
野
と

岡
山
の
空
を
望
ん
で
感
懐
を
詠
ん

だ
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
碑
に
は
『
通
学
の
昔
な
つ
か

し
か
え
り
来
て
こ
こ
ゆ
見
お
ろ
す

岡
山
の
み
ち
』
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
岡
山
の
道
は
、
博
士
の

岡
山
中
学
校
へ
の
通
学
の
思
い
出

を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
古
武
少
年

は
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
、
往
復
45

㌔
㍍
を
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
帰

り
の
草
履
を
１
足
用
意
し
草
履
履

き
で
、
早
朝
３
時
に
自
宅
を
出

て
、
歩
き
な
が
ら
本
を
読
み
通
学

し
ま
し
た
。
午
前
７
時
に
岡
山
に

着
く
と
ド
イ
ツ
語
の
個
人
授
業
を

受
け
、
午
前
８
時
か
ら
中
学
の
授

業
に
臨
み
ま
し
た
。
授
業
が
終
わ

る
と
、
ま
た
徒
歩
で
午
後
７
時
に

自
宅
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

博
士
の
少
年
時
代
の
超
人
的
で

強
固
な
意
思
と
そ
の
体
力
は
、
そ

の
後
の
大
学
、
教
授
、
学
長
時
代

ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
３
日
に
は
、
博
士
の

偉
業
を
し
の
び
、
通
学
路
を
実
体

験
す
る
「
古
武
弥
四
郎
先
生
の
通

学
路
を
歩
く
会
」
が
瀬
戸
内
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
り
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

　

・
中
島
達
二
『
古
武
弥
四
郎
先
生
』

　

昭
和
58
年

　

・
邑
久
町
郷
土
ク
ラ
ブ
『
邑
久
町

　

人
物
誌
』
平
成
７
年

　

・
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

８月 31日（水）

☎
☎
☎

BooKs

は
、
１
０
３
才
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
百
上
会
に
入
会
し
て
、

元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

▽
会
場　

牛
窓
町
公
民
館

▽
活
動
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

▽
会
費　

１
、０
０
０
円（
年
間
）

▽
募
集
対
象　

65
才
以
上
の
人

※
希
望
が
あ
れ
ば
、
65
才
未
満
の

　

人
も
歓
迎
し
ま
す
。

※
入
会
希
望
の
人
に
は
、申
込
書
、

　

会
則
、
活
動
計
画
な
ど
の
資
料

　

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
実
太
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
５
９
７

助
産
師
と
し
て
２
、０
０
０
人
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
を

取
り
上
げ
て
き
た
著
者
。
自
ら
の
講
演
「
い
の
ち
の

授
業
」
を
基
に
、
育
児
で
疲
れ
た
新
米
マ
マ
た
ち
に

出
産
体
験
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

「
命
の
大
切
さ
」
を
優
し
く
伝
授
す
る
育
児
書
。  

い
の
ち
の
授
業　
寺
田
恵
子
…
著

なぞなぞおめでとう
　石津ちひろ …なぞなぞ、スズキコージ…え

子どもはなぞなぞが大好き。声に出して読んでも楽し
い５０個のなぞなぞ。その答えは、「おめでたい」瞬
間として、スズキコージさんのパワフルな絵の中に描
かれています。親子で楽しみながら、答えを見つけ出
してください。

　

中
央
公
民
館
・
長
船
町
公
民

館
・
牛
窓
町
公
民
館
で
は
、
親

子
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る

活
動
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の

一
つ
と
し
て
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
夏
を
存
分
に
味
わ

え
る
「
そ
う
め
ん
流
し
」
と
「
四

季
薫
る
紙
粘
土
遊
び
・
地
元
野

菜
を
使
っ
た
ム
ー
ス
作
り
」
を

行
い
ま
す
。

　

親
子
で
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
そ
う
め
ん
流
し
】

▽
日
時　

８
月
６
日
（
土
）
午

　

前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

　

帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

【
四
季
薫
る
紙
粘
土
遊
び
・
地
元

野
菜
を
使
っ
た
ム
ー
ス
作
り
】

▽
日
時　

８
月
27
日
（
土
）
午

　

前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

　

・
粘
土
遊
び

　

へ
ら
、
絵
の
具
（
あ
る
人
）、

ボ
ン
ド
、
手
拭

　

・
ム
ー
ス
作
り

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

百
上
会

　

今
年
で
結
成
15
年
目
を
迎
え

る
百
上
会
（
百
才
以
上
、
元
気

に
生
き
よ
う
会
）
は
、
65
歳
以

上
の
会
員
が
集
ま
り
、
毎
月
第

３
火
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

花
見
、
温
泉
で
の
親
睦
会
、

気
に
な
る
医
療
何
で
も
相
談
、

腹
話
術
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の

観
賞
な
ど
、
毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

百
上
会
の
会
員
の
最
高
齢
者

清涼感を楽しめるそうめん流し

参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

古武弥四郎博士




